
 各店舗オーナーの自己紹介  
饗茶庵オーナー  風間 教司（かざまきょうじ）氏 
【出生年、出身地】 
 １９７５年、鹿沼市出身 
【饗茶庵とは】 
 古くは日光例幣使街道の宿場町として栄えた鹿沼。その町の路地裏「根古屋路地」に佇む一軒のカフェ。古い住宅を改装した店
内。この町で作られた古き良き建具や家具。随所に、地元アーティスト達の作品が配置された空間では地元食材と、路地裏で毎日
自家焙煎される珈琲が提供される。饗茶庵は珈琲と歴史と文化の薫り漂う路地裏の庵です。 
【饗茶庵オープンまで】 
 大学卒業後、営業職を経て1999年鹿沼市の自宅を改装しカフェ饗茶庵オープン。 
2003年饗茶庵隣に空家を利用した、イベントスペース花蓮オープン。2006年より創業支援・チャレンジショップ事業「ネコヤド大
市開催」。2007年珈琲豆焙煎卸・根古屋珈琲研究所を設立。2009年日光珈琲饗茶庵オープン。 

現在、学生インターンと共に、新たなる店舗、界隈を製作中。 
【饗茶庵と地域への思い】 
 1杯の美味しい珈琲は、飲むその人に豊かな時間を与えてくれる。1軒の気の利いた カフェはその街に住む人たちの心を豊かに
してくれる。そんな人々が、街に増えれば訪れる人々も、その街に惹きつけられる。 
  
仁平古家具店オーナー  仁平 透（にへいとおる）氏 
【出生年、出身地】 

１９７８年 茨城県桜川市 
【仁平古家具店とは】 

日本中から探し集めた古い家具や雑貨を修理し、すぐにお使いいただけるように仕上げて販売しています。真岡店の奥にはカフ
ェスペースもあり、物を見るだけでなく、そこに流れる時間、空気感まで味わっていただけたらと思っています。 
【仁平古家具店オープンまで】 

東京から帰郷後２００４年、真岡市にサウンドギャラリーカフェをオープン。それと並行して古い家具や雑貨の仕入れ、修理な
どを独学で学び、２００６年、真岡市門前に一軒家の工房をかり、インターネットでの販売を始める。２００９年４月、門前に仁
平古家具店をオープン。２０１０年１０月、益子町に２号店をオープン予定。 
【仁平古家具店と地域への思い】 

寂れてしまったこの地域を、ただの古臭い町並みととらえるのではなく、長年の時が生み出した味ととらえ、個性的なお店があ
つまり、県外からの集客で町の活性化をはかります。 
 
カフェ ボン モモン 綱川直子（つなかわなおこ）氏 
【出身地】 
さくら市 
【カフェ ボン モモンとは】 

石蔵を再利用したさくら市所有のインキュベータ施設を借り、２０１０年５月にカフェ ボン モモンをオープン。ナチュラル
＆アンティークを基調とした店内では、夢を持った子育て世代の主婦が集まり、料理やインテリア、手作り雑貨販売などそれぞれ
の得意分野を生かしての店作りをしている。 
【カフェ ボン モモンオープンまで】 

２００２年さくら市の臨時職員として、古民具展示施設の案内と、中心市街地活性化のイベントの企画実行を２年間担当。採用
終了後、先人の手仕事に魅せられ、特に「古布」の魅力を伝えたいと思い、建設会社に勤務しながら、２００５年に自宅の一室を
店舗とした、土日営業の古布の店「アンティーク EBIZO」をオープン。建設会社退社後、２０１０年１月に、JR 氏家駅前にある
明治時代に建てられた大谷石の飼料倉庫を借り移転。その斜向かいにあった、さくら市のインキュベータ施設に応募し、カフェ
ボン モモンをオープン。 
【カフェ ボン モモンと地域への思い】 

人が集まる為のコミュニティーの代名詞となって来ている「カフェ」を軸に、さくら市らしい付加価値を付けての物販や情報発
信、人材発掘をして行きたい。 

 

 ゲストコメンテーターの紹介  
 
西須  紀昭氏 栃木県産業労働観光部観光交流課長 

企画・財政畑が長い。この国のかたち・地方行政の今後（シンクグローバル）への問題意識から、地域活性化の現
場主義・人財主義（アクトローカル）に力点を移行中の発展途上人。 
菊池  浩文氏 小山市在住  建築家 

キクチヒロフミ／アースワーク一級建築士事務所主宰、チームクリエイト代表（若手クリエーターの集まり）、宇
都宮メディアアーツ専門学校非常勤講師 
常に新しい価値の創造に重点を置いて活動しています。趣味は街歩きとサーフィン。 

琴寄 行雄氏 栃木市出身  栃木県産業労働観光部観光交流課・観光地づくり担当課長補佐 
栃木県へ入庁後、地域振興課、林業振興課（中山間地域づくり）など地域活性化に関係する部署での勤務経験を持

つ。 
鈴木 朗氏 さくら市（氏家）出身  さくら市ミュージアム副館長 

旧氏家町商工観光課在職中に中心市街地活性化事業としてｅタウン構想を策定し、ｅプラザ壱番館、弐番館、参番
館の整備に尽力。手掛けたイベントは「うじいえ骨董市」など多数。現在、街創り役場に所属し「うじいえ楽市（軽
トラ市／骨董市）「いじめバイバイらいぶ」などを開催。 
村瀬  正尊氏 小山市出身  まちづくりプランナー 

㈱マチヅクリ・ラボラトリー代表取締役、㈱ジャパンエリアマネジメント取締役 
全国各地のまちづくり（商店街活性化、中心市街地活性化、まちづくり人材育成など）に取り組む。 

 
 


